













　「古典」とは何か。 「古典」は「古文」とは違う。 「古典」とは、字義通りに言えば、 「古」すなわち「古い、昔の」 、 「典」すなわち「典籍、書物」を言う。　ならば、書物であればすべて「典」かと言うと、そうではない。解字をすれば、 「典」の上半は、木竹の札す












華経』 、 『大般若経』 、 『華厳経』 、 『浄土三部経』等を挙げ得るであろうが、それらは皆、外来のものであり、またそれぞれ限定された範囲での尊重に留まる。　
日本での述作にかかるものとしては、国家としての日本をその始源から説き起こし その根幹を事実を以って
記した官撰初の史書である、 『日本書紀』を第一とすべきかも知れないが、やはり漢字漢文という外来の書記方式による点において、また書物としての普及浸透の度合の点 おいて、日本随一の古典 するのはなお躊躇される。　
和字和語和文、すなわち母語日本語によるもので、かつ時間空間を超え、質量ともに広く深い尊重 享け、日
























































































































































桂園派などの教育法では、最初に古今集をよく読めと教へられる。それと後々の世の歌とどこが最も異なつて居るかを、めい〳〵に覚らしめるのが目的であつたように考へられる。さうして居るうちに自然に古今集が好きになる。いつと無く自分の下手が判るやうにな て途中で止める者と、心から人 歌を賛美し得る者とを、多くす のも景樹翁の計画のうちでなかつたかと思ふ。少なくとも私たちは、御蔭で一生涯古今集を愛吟するの楽しみを与へられた。受用無限であ 。


























































































書名も、 『古今和歌集』を基点として、 「後に撰ぶ」 （後撰） 、 「遺
のこ
りを拾ふ」 （拾遺） 、 「後」 、 「新」 、 「続」と、そ

























































































「人の心」という「種」が生長して、 「ことのは」という「葉」を茂らせる。それが和歌だと言う。 「よろづのことの葉」とは、 「萬葉」を意識するであろう。 「此の集の元の名続萬葉集なれば、よろづのことのはは、それを思はへたるにや」 （ 『古今余材抄』 ） 。　
ここで重視すべきは、和歌というものが草木の比喩を以って語られたことにあ であろう。すなわちここに示

















それかあらぬか 仮名序には、 『古今和歌集』編纂に当っての、歌 喜び、生命の歓びと言うべきものが、横
溢している。
かく、このたび集め撰ばれて、山下水の絶えず、浜の真砂の数多く積りぬれば、今は飛鳥川の瀬になる恨みも聞えず さゞれ石の巌となる喜びのみぞある。たなびく雲の立ち居、鳴く鹿 起き臥しは 貫之らがこの世に同じく生まれて、この事の時に会へるをなむ喜びぬる。
　
ただしこれらの主張には、 「やまとうたは」と言う、つまり「やまと」という限定が付されるのであっ 。 「や
まとうた」とは、無論「からのうた」を意識する。 「唐」ならぬ「大和」 。そこには、中国ならぬ日本では、という限定が付くのであった。　


































然あるのみにあらず、さゞれ石に喩へ、筑波山に掛けて、君を願ひ、喜び身に過ぎ、楽しび心に余り、富士の煙によそへて人を恋ひ 松虫の音 友を偲び、高砂、住江の松も相生ひのやう おぼえ、男山の昔を思ひ出でゝ、女郎花 一時 くねるにも、歌を言ひてぞなぐさめ る。また、春の朝に花の散 を見、秋の夕暮 木 葉の落つるを聞き、あるは 年ごとに鏡 影に見ゆる雪と波とを嘆き 草 露、水 泡を見 我が身を驚き あるは、昨日は栄えおごりて、時を失 、世 侘び、親しかりしも疎くなり、あるは、松山の波 かけ 野中 水 くみ 秋萩の下葉をながめ、暁の鴫 羽がきを数へ、あるは、呉竹のうき節を人に言ひ、吉野川を引きて世 中 恨 来つるに 「今 富士の山も煙たゝずなり、長柄の橋も造るなり」と聞く人は 歌にのみぞ心をなぐさめける。




























浄瑠璃から移入したも ）の浄瑠璃も、常磐津・清元・長唄などの歌舞伎音楽の詞章も、お座敷音楽の小唄・端唄の詞も詩歌なら、神前で称えられる祝詞や祭詞、仏前で唄われる和讃のたぐいも、詩歌の範囲でしょう。広く庶民に謡われ きた民謡やわ べ唄、浪曲、歌謡曲、ポップスの文句も詩歌に違いありません。　
また、平安時代の物語類から江戸時代の浮世草子類にいたるまで、散文の文体も詩歌から大きな影響を受





















「言」 、 「事」とは何か。 「端」とは何か。すでにこれは言語論への展開を孕むものである。　
仮名序は、 「ことの葉」についてまた言う。 「人の心を種として、よろづのことの葉とぞなれりける」 。す に
「やまとうた について述べたように、 「こ の葉」もまた、 「人の心」を「種」とした、そ 自らなる展開として把握される。とすれば、 「やまとうた」がそうであったように、言葉も「人の心」の生長展開であった、と考えられる。そ もまた、自然の出来事であり、生命の必然であった。　
言葉とは、 「人の心」の自然の展開である。それは何かの代用として 記号という 方でもなければ、コ
ミュニケーションの手段としての捉え方でもない。人の心と言葉とは連続するものであって そこに断絶は無い。これが、 『古今和歌集』の言語論であった。　
そして言葉は、歌がそうであった以上、 「天地の開け始まりける時」にすでに出現していた。そしてまた、 「天








































































































































































と言う。　『無名抄』によれば、日本の文章、 「仮名に物書く事」は、 「構へて真名の言葉を書かじとする也」 。 「仮名に物書く」すなわち、やまとことばで文章を書く場合、 「真名の言葉」すなわち漢語の使用は極力排除された。　古来、書記の文章を中国伝来の漢字漢文によって学び、漢字漢文によって始めた日本においては 文章と言え
ば、それは漢文であった 古来の母語日本語、すなわちやまとことばによる文章が本格的に綴られるようになるには、漢字の軛から完全に脱却した文字、 「仮名」 （平仮名）の出現を俟たなければならなかった。　
やまとことばを自在に文字に写すことのできる仮名の出現を得て、 「歌の序」も 「和歌の詞」も、 「物語」も



















文は物学ばでは筆立つべくもあらず」 （ 『国文世々の跡』 ） 。型の無いところに文章を構えることは至難の技であったからである。そして、和文の議論文にその先例は無かった。　
ここに、用語からその構成 論理からその展開に至るまで 新しい文体が模索されることとなった。そうし






















すでにして冒頭の一文から、 「やまとうたは」 「天地の開け始まりける時より」 「 （世の中にある）人ことわざ」
「 （歌の文字も）定まらず」 「 （よろづのことの葉と）ぞなれりける」と、 『古今和歌集』仮名序の文言を点綴することで成り立っている。以下も、 「 （古りにし事をも）興こし」 、 「青柳の糸絶えず、松の葉散り失せずして」 、 「色につき」 、 「心をなぐさめ」 、 「 （男女の仲）をもやはらげ」 、 「 （古へ ）代々の帝」 、 「 （もろ〳〵の事）を捨て給はぬ」 、 「集め撰ばれて」 、 「かくの如くなるべし」等、 『古今和歌集』仮名序の文言に拠ること同断である。　



















































































　『源氏物語』の物語論は、 『古今和歌集』の和歌の論に倣いつつ整えられたものであろう（村井順『源氏物語評論』 ） 。　しかし、事はそれに留まらない。 『源氏物語』は、 『古今和歌集』が和歌を「心に思ふことを、見るもの聞くも




















やはらげて、筑波嶺のこと繁きわざをあらはし、中納言家持は佐保川の水に浅からぬ心を述べ、業平の朝臣は逢坂の関に情を留め 天暦 帝は滋野内侍にみことのりを残し、北野 天神は天の御戸ふり行くことを告げ給ひき。




















































和歌の「見るもの聞くものにつけて」 対して、俳諧は「見止め聞き止むる」と言い、 「心 思ふ事を」 「言ひ










































































屈の歌であるということが、第一の理由のようである。年の内に春は来にけりひととせを去年とやいはん今年とやいはん、在原元方。いかにも開巻第一 歌 すでに理屈で る。　
この元方の歌そのものは、 ばらくおこう。詩はしかく必ず理知を排除することによって み成立するの





























国人とや申さんとしやれたると同じ事にて、しやれにもならぬつまらぬ歌に候」と断じたが、これが「年の内」の春の到来を喜ぶ、喜びの表現であったとしたらどうか。　「年の内に春は来にけり」 。歌は、年内の立春を歌う。本来春の訪れは、年明けとともにあるべきものだが、暦の関係で、年明けの前に立春 なることが 。この歌は、その喰い違いに着目するところから発するが、歌うところは、年明けに先んじて が到来し こ への喜びであろ 。まだ年明け なる前に春が来た。さてこの一年を、どう言ったらよい だろうか。 「立春」とな のだか 「去年」と言うべきか、はたまた「年内」だから「今年」と言うべきな か。　春の一刻も早い訪れは、永く寒い冬を過ごした者の等しく抱く願いであろう。それが今、今年は新年が来るの





















































　「十世紀初頭にできた『古今和歌集』は、以来、日本の詩歌の規範だった、と言ってよい。いや、詩歌を越えて日本文化の手本だった、と見てもよいだろう。たとえば、雅の伝統とか四季の風流 ものは、 『古今集』 淵源として衣装や絵画工芸 花札などに及んでいる 『古今集』的な美は日本文化 雅の伝統をなしている」 （坪内稔典『正岡子規
　
言葉と生きる』 ） 。ただし、例えば「花札」の「梅に鶯」の絵なども、梅の花は紅梅として描かれ、
鶯も黄緑色に描かれることが多い。これは『古今和歌集』へ 独特の理想 投影 結果であろうと思われる。
（５）
　『大鏡』にも同様の逸話が見える。 『大鏡』では、 「古今うかべ給へりと聞かせ給ひて、帝試みに本を隠して女御には見せさせ給はで、 「やまとうた」とあるを始めにて 前の句 言葉を仰せられつゝ問はせ給ひけるに、言ひ違
五〇





　「学書は、先づ古今、詠歌大概、伊勢物語をよく〳〵諳んじたるよき也」 （後水尾院『麓木抄』 ） 。
（８）
　「各篇の呼称も、神祇、釈教にはじまり、祝言、哀傷、遊覧といった勅撰和歌集の部立またはそれに準じたものが目立ち、真名序と仮名序のそなわっている点 あわせて、王朝文化の象徴として 勅撰和歌集の形式を意識的にならった（永積安明「解説」 『日本古典文学大系
　
古今著聞集』 ）説話集も編纂される。その名も、 『古今著聞集』 。
「この古今著聞集という名称には、王朝時代の第一勅撰集、古今和歌集に準拠し、実録・説話による古今集であると自負する著者の思想が、かいまみられるようにおもわれる」 。あるいはまた、勅撰和歌集に倣って「狂 史上最初の一大選集」も編纂された。 『古今夷曲集』 。 「書名は最初の勅撰集『古今和歌集』にちなむ」 （塩村耕・高橋喜一校注『新日本古典文学大系
　


















を（ 「櫂のしづく」の語は、 古今和歌 』八六三番歌に見える） 、三番は蘇軾 春夜」詩の一句「春宵一刻値千金」
日本第一の古典　古今和歌集
五一
を用いている。さらに「花」は、恐らく西条八十「東京音頭」 、 「花は上野よ」 「柳は銀座」 「月は隅田の屋形船」等に受け継がれている。
（
11）　「古今の序に言へるが如く、人の心を種として、よろづのことの葉とぞなりにける」 （ 『古今著聞集』和歌第六） 。
（
12）　「人間のすべての文化現象について、 「……は天地ともに起った」とする考えが中国に古くからあり、かつ、それは思想内容とともに表現形式にも一定の規格を作り上げて、中国から日本にわたり、古代の日中両国への文化起源論に一つの共通した下地を与え た （中略）仮名序の和歌起源論は仮名文で書かれたものではあるが、この下地による影響という色彩が濃いのであ 」 （小沢正夫『古代歌学の形成』 ） 。
（




残らない大きな要因は、嵯峨天皇（延暦五年七八六─承和九年八四二 中心とする弘仁・天長朝廷及びそ 官人たちの中国文化の賛美及び 漢風 享受による。魏文帝の『典論』にいう、 「文章は経国の大業にして、不朽盛事なり」が変形 され、ここに文学の一大スローガンとし 登場する。この「文章」は「文学」つまり「詩」にとってかえられる。
　　　
当時の文学といえば、日本人本来の「歌」ではなく、外から与えられた「詩」であった。模範とすべき文学は中







hinese style ）とも呼ぶことができるであろう。 「国風の暗黒」は、裏から見れば、 「漢風の賛美」に等しい。













が女神であるのも同様の関係である」 （阪倉篤義『日本語の語源』 ） 。
（
17）　『方丈記』が、和漢混淆文という新しい文体によって書かれたことについては、 『古今和歌集』仮名序の文体が、大きく預って力あった、と思われる（拙稿「和漢混淆の記―方丈記考―」 『成城国文学論集』第十九輯） 。
（
18）　


















絵合とは、実際上物語合であった。 『竹取物語』 、 『伊勢物語』 、 『うつほ物語』 、 『正三位物語』の、四つの代表的
な物語が取り上げられるが、そこには「物語の出で来始めの親」から始まって、 「近き世」に至る、物語の起源とその歴史が見通されている。これは、 『古今和歌集』仮名序が和歌の起源と歴史を論ずるのに対応す であろう。「 「出で来はじめの」はだれもが気づくように 古今和歌集』仮名序の「このうた、あめつちの、ひらけはじまりける時より、いできにけり」をふまえた表現であろう」し（藤井貞和「物語 出で来はじめの親」鈴木日出男編『別冊国文学
　
竹取物語伊勢物語必携』所収） 、 「「物語のいできはじめのおやなる」という肩ひじ張った言い廻し」 、
















やまと御言の歌は、わが秋津洲の国のたはぶれあそびなれば、神代より始まりて、今日今に絶ゆることなし。おほ の国に生まれなむ人は、男にても女にても、貴きも賤しきも、好み習ふべけれども、情ある人はすゝみ、情なきものはすゝまざる事か。たとへば、水にすむ魚の鰭を失ひ 空をかける鳥の翼の生ひざらむが如し。おほよその歌 興こり、古今の序、和歌の式に見えたり。
（
24）　
特にこの歌の、ことほぎの性格については、拙稿「古今和歌集の巻頭歌─去年とや言はむ今年とや言はむ─」
（ 『成城国文学』第三十三号）参照。
付記
　
本稿成るに当って、平成二十七年度成城大学特別研究助成を受けた。
